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動力伝達装置にメヾウダーカップリングを使用すれば…

◇スタートが容易になります

◇オーバーロードを防止します

◇原動機のコストが下がります

原理および構造

パウダーカツプリングはかたい鉄のアヽウダー (l mm以下の粒

子)を用いて動力を伝えるというユニークな原理を使つていま

す。

パウダーカップリングは原動機に結合された駆動部および負

荷側につながれた被動部と、パウダーの3つの要素で構成され、

動力はパウダーによつて駆動部から被動部に伝えられます。

駆動部はケーシングとセンターからなり、通常原動機軸はセ

ンターにキー止めされます。

ケーシング内には波状の外縁をもつロータがあり、それにネ

ジ止めされたハブとともに被動部を構成しております。

ハブは動力の取出し部で、通常ここにたわみ継手、プーリな

どを取り付けます。

アヽウダーはケーシング内に入れてあり、その量を変えること

によつて伝達容量の調整ができます。

原動機の起動と同時にケーシングは回転しますが、ロータは

回りません。速度が増してきますと、遠心力の作用でパウダー

がケーシングの外周部にとばされます。さらに速度が大きくな

ると、パウダーはケーシングとロータの間に強く詰め込まれ、

そのくさび作用によつて動力が被動部に伝わります。被動部の

回転数が上昇し、正常な運転状態になると、パウダーカップリ

ングのスリツプがなくなり伝達効率が 100°/0になります。

(正確には 1/100°/oぐ らいのすべりがあり、ある程度のたわ

み性をもちながら、動力伝達が行われます。)

ケーシングが停止している時は、パウダーがケーシング内の

下部にたまり原動側と被動部をそれぞれ個々にまわすことがで

きます。

ロータ ケーシング

パウダー
ハ ブ ロータ

センター

-1-



特  性

●ドラツグトルクとスリップトルク

パウダーカップリングの特性を考えるときは、 ドラッグトル

クとスリップトルクを考える必要があります。

ドラツグトルクはスリップが 100°/。のときの伝達トルクで、

スリツプトルクはスリップが0の正常運転状態のときの最大伝

達トルクであります。正常運転状態においてもし過負荷などの

原因で、スリップトルク以上のトルクが生ずると、パウダーカッ

プリングはスリップしてこれ以上の力を伝えません。すなわち、

これ以上のトルクを伝えると、スリップするところからこのト

ルクをスリップトルクと呼んでいます。

ドラツグトルクもスリップトルクも大きさはほぼ回転数の2

乗に比例し、スリップトルクとドラツグトルクとの比は回転数

には関係なく12～ 15の値をとります。

なおスリップトルクとドラツグトルクの関係は、流体継手の

特性と逆で (流体継手はスリップが大きくなると伝達トルクも

大となる)しかもその比が小さいということは、パウダーカッ

プリングが流体継手にくらベー段とすぐれた特性をもつている

ことを示しております。
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原動機回転数

特 性 曲 線

用  途

′ヽウダーカップリングは下記に示すように非常に幅広い用途に使用できます。

ポールミル、遠心分離機、クラツシヤ、ミキサ、振動スクリーン、乾燥機

ブロア、コンプレッサ、ファン、ガスブースタ、ポンプ、天丼走行クレーン

コイル成形機、ワイヤ引抜機、撚線機、工作機械、木工機械、プラスチツク押出機、繊維機械コンベア、クレーン、鉱山機械、回転炉、

ディーゼル発電機、舶用推進、ディーゼルロコ、ディーゼルロードローラ、農耕機械、電動トラック

その他動力伝達装置
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特  長

●始動が容易にな り原動機が可ヽ型になります

大きなGD2をもつ機械や起動抵抗の大きな装置を内燃機関、

誘導電動機などで直接起動することは困難でありますが、パウ

ダーカップリングを使用しますと、起動時にはスリップし原動

軸が回り始めても被動軸は回転しません。

したがって、起動トルクの大きな機械を駆動する場合でも、

原動機に負荷されるトルクは0よリドラツグトルク曲線にそつ

てなめらかに増加します。原動機の回転数が上昇し、パウダー

カップリングのドラツグトルクが被動軸の起動トルクに達しま

すと、はじめて被動軸が回転し始め、以後急速に加速されます。

このように、パウダーカップリングを用いますと、始動が容

易になり、起動 トルクの大きな機械を駆動する場合でも、原動

機を大型にしたり、特殊なものにする必要はありません。

下図に示しましたのは電動機で、送風機を始動するときの例

で、パウダーカップリングを使用した場合、電動機の始動電流

が大幅に減少していることがわかります。

時間(sec)

モータ

負荷側

37KW× 1,200r/m

送風機 GD2=95kg_雨
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パウダーカップリング

使用の場合

定 トルク負荷を始動する

場合は一般に右図のよう

な特性を示します。

‖↓lit,(sec)―…… ~~~パ ウダーカップ iナ ングを使用した場合

―……・い:結駆動の場合
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200g充 填 時

500g充 填 時

Seo

●クツションスター トが可能にな ります

機械によっては起動時にクッションスタート (ス回―スター

ト)が必要なものがあります。このような機械にはパウダーの
充填量を変えるだけで「ご希望の起動時間」が得られるパウダー

カツプリングが最適であります。

下図に示しましたのはクッションスタートの例であります。

C12型パウダーヵップリングについてパウダー充填量を

●オーバーロードを防止します

ノヽウダーカップリングは20%以上のオーバーロードに対し、

トルクリミッターとして働き、この%値はパウダーの充填量に

より調節できます。しかも、すべり始めると流体継手などとは

逆に伝達トルクが減少し、スリップが、100%になると、すべ

り始めのトルクの 800/O程度になります。長時間パウダーカッ

プリングがスリツプする可能性のある場合にはヒューズメタル

を付けるか、または、速度の低下検出装置を装備してパウダー

カツプリングを保護させます。

●原動機が失速しません

内燃機関などの定 トルク原動機に過大な負荷をかけますと、

回転数が下がり失速しますが、パゥダーカップリングを使用し

ますと、スリップトルクは原動側回転数の自乗に上ヒ例して、月ヽ

さくなりますから、少しの原動機回転数の低下により、パウダー

カツプリングはスリップし、原動機を失速させません。

200gと 500gと した場合、図のように被動側の起動時間が変
化いたします。

モータ 075kw X l,800r/m

被動側 フライホイール GD2=1,536kg_廟

0その他
○ 内燃機関のねじり振動を吸収します。
○ 正常運転時の効率は 100%です。したがつて馬力損失があ
りません。

O 取付後でも、パウダーの量を変えるだけで容易にトルク調
整ができます。

O パウダーカップリングは垂直、水平または斜めにおいても、
その特性が変わりません。

O 周囲温度の影響を受けません。
O 小型軽量でしかも低価格であります。
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寸  法  表
C  型

単位 ,確

標 準 軸 径

C8

C12

(注) 1.重 量はパウダーを除く重量を示します。

2.標準軸径のセンター内径仕上範睡lは軸径DX2と し、残り寸法個所は軸径

D+2の軸径になります。

C― F型 単位 卸

標 準 軸 径

型式
JIS

C8F 14

C12F 19,24

D 型 単位 ,れ″:

標 準 径

型式
JIS

D12

(注) 1 重量はパウダーを除く重量を示します。

2,Vプーけ寸法は 7ページをご参照下さい。

3.標準軸径のセンター内径仕上範囲は軸径D× 2と し、残り寸法l固所は軸径

D+2の車由径になります。

※ 8型 12型については、将来的には製造中止とします。
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本 教

重量
(た,) I【ヨJIS

寸法 G
I

MIN
J
潮 /卜 径

B C
D

MAXA

16M4 8 1260 3 50105 54 35.5 18

28 19,2463 M5 1228 73 3160 70 56

重 量

(■),) SK L M寸法 D

MAX
E

lヽAX
IA B

30 1635 11218 3 1025105 54 18

19,2444 140 6528 3 132160 70 28

PULLEY取付 キー
1日 JIS巾 b

重量
(脇 )

寸法 N
高 さ h

D

こヽAX
G HA B C

30 19,24748.5 7 3465 28 70160 99
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Oも し使用条件がこの容量

線図にはいらない場合に

はご相談下さい。
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寸  法  表
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―n――  →

C  型

型

C15

C17

C19

C23

C28

C35

C45

(注 )

T

|

オーダー

オータi

1.

2,

3.

重量はパウダーを除く値を示します。

C35型、C45型の被動機はボルトとリーマピンで取付けます。

標準軸径のセンター内径仕上範囲は軸径D× 2と し、残り寸法個所は軸径

Dキ 2の軸径になります。

単位 ,″ :

準 軸 径

新JIS

24,28

28,38

38,42

42,55

55,60

C― F迎

型 式

C15F

C17p

C19F

C23F

C28F

C35F

C45F

(注)重 量はパウダーを除く値を示します。

こ  と

モ
|

オー ダー

オータ
‐
―

被動機取付やレト寸法
A B C

D

MAX
G
h7

I

MIN
J
約レト径 本

量
の
重
０ 1日」IS

194 112 93 35 94 5 82 M6 12 69 24,23

214 112 94 42 99 5 86 M6 12 8 28,32

242 120 100 45 104 5 92 M6 12 105 32,42

290 133 113 55 133 5 114 M10 8 17 42,55

340 166 131 65 158 5 137 M12 8 28 55,60

432 158 140 35 200 5 176 6 43 オータと

560 203 173 105 229 5 205 70 オーダー

寸 法
A B

D

MAX
D

MAX
I K L M

1日」IS
重 量
(膀 )

194 112 35 35 3 184 50 180 144 24,28

214 112 42 42 3 189 54 180 157 28,32

242 120 45 45 3 198 55 210 21 5 32,42

290 133 55 55 4 240 68 250 36 42,55

340 166 65 65 4 285 85 300 60 55,60

432 158 85 85 4 323 とと2 355 97 オー ケ
・
―

560 203 105 105 5 372 113 450 170 オープ
・
―
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歴華用′〔ウダーカツプリング
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D 型

準 軸

」IS

D15 24,23

D17 28,38

D19 38,42

D23 42,55

(注) 1.重 量はパウダーを除く値を示します。
2.標準軸径のセンター内径仕上範囲は軸径DX2と し、残り寸法個所は軸径

D+2の軸径になります。

D 型 単位 簡

標 準 軸 径

型式
新JIS

D28
55,60

D35
オーダー

(注 ) 1.重 量はパウダーを除く値を示します。

2,D35型の PULLEYは ボルトとリーマピンで取付けます。

3.標準軸径のセンター内径仕上範囲は軸径D× 2と し、残り寸法個所は軸径

D+2の軸径になります。

Vブ ージ寸法表

当社ではD型パウダーカップリング用として次のVダーリを1票準品とし
て製作してお・ ります。

重 量
(力ど)

p12 093

P15
13

P17
32

P19
37

P23
13

P28
18

P35 265

※ パウダーカツプリングに取付けた時の全長。

安全装置としてヒューズメタル取付けの
パウダーカップ リングもオーダー加工として

製作しております。

(28型 以上 )

単位

PULLEY取付キー
幅 b
凱
の i口JIS

D

MAX
G
h″
H N

高さh
A B C

7 74 24,2876 35 80 73.5 8 3194 ユ41

10 9.4 28,3242 90 80 37 35214 170 77

32,4235 10 12190 82 45 90 85 385242

42,555 15 20215 95 55 110 98 47.5290

1

(1,) I日JIS詢い 径 本 数

寸法
J N

D
F C HA B C

55お 08 35137 10 M12135 5110 65250

55 ォーガー11208 5 76117 85 153

‐
´
下
，

〓上

#

巾

Ｌ

※

K外  径B 数
ビ ッチ径

M
Bの形状
JIS

83535100 1092A

12950112 1213A

165136 85125B 4

185136 100125B 5

210112200 2144C

257264 1362505C

2841615300 3146C

7
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▼撚線機

▲ ボールミル

▼遠心分離機

挙 :
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晉照会の際には次の事項をお知らせください

名称・使用場所

起動容易・円滑始動・衝撃防止・過負荷防止 。その他

電動機・ディーゼルエンジン・ガソリンエンジン。その他・形式

直流・交流・篭型・捲線形 。電磁ル ーキ有無

定格出力 KW・ 定格回転数 rpm。 アイドリング回転数 rpm

サイクル
～
・極数 P・ 起動カ トルク kg_m。 停動 トルク kg_m

回転数rpm・ GD「 kg_浦・定常運転時所要馬力KW

発停回数 回 /H・ 平均作業時間 H/day・ 希望起動時間 sec

直 結・フレキシブルカップリング・ベル ト・チェーン・ギヤ 。その他

減 速・増 速・変速比

屋 外・屋 内 ,大気中 。ガスの種類 。周囲温度 ℃

横 置 。縦 置

軸 径 φ mm・ 軸取付部長さ mm・ キー巾X高さ mm

呼 称・P.C.D mm・ 全巾 mm

全 長 mm以内・金高 mm以内

取 付 け る機 械

使 用 の 目 的

原 動 機 の 種 類

原 動 機 の 要 目

被  動  機

被 動 機 と の

接     合

作 業 環 境

配     置

取 付 寸 法

ベル ト又はチエーン車寸法

寸 法 の 制 約

○禁止

○禁止

△警告

△注意

△注意

使用上のご注意

運転中は危険ですので、パウダーカップリングにふれないで下さい。

防爆構造の電動機を使用する場所、爆発生ガス類、可燃性粉じんが発生する場所には使用しないで下さい。

過負荷がかかり長時間スリツプした場合、摩擦熱により,F常に高温になっておりますので十分に冷却してからお調べ下さい。

納入時にはパウダーを充填していませんので、ご使用前にご確認下さい。

20秒以上回転が伝わらない場合は、一時停止して、パウダーが洩れていないか、設定トルク以上の負荷がかかつてはいないか

点検して下さい。

長時間放置しておいて再起動する場合、パウダーが錆などでケーシング下部に固まり、スリップが生じにくくなり、振動を起

こ します。

このような場合は起動する前にパウダーカップリングの 1次側、2次側を手で 2～ 3回摺動させた後起動してください。

パウダーの保存には容器の栓をしっかりして湿度の少ない所に置いて下さい。

△注意

△注意

取付上の注意

△警告

原動機軸に取付ける場合、ケーシングをたたかないで下さい。

D型はオーバーハングにならないように出来るだけ原動機側へ近づけて取付けて下さい。

パウダーカップリングが軸にセットされたら、抜け止めのセットボ トルを十分に締付けてロックタイト又はスリーボンドで回り

止めして下さい。

ヒューズプラグ付きパウダーカップリングの場合、設定 トルク以上の負荷が長時間かかるとスリップして摩擦熱により発熱し、

ヒユーズプラグよリパウダーが飛出す場合がありますのでガードを付けて下さい。

○禁止

△注意

△注意



http://www.takeda-trade.co.jp

大阪本社 : 〒530-6106大阪市北区中之島3-3-23
 TEL : 06-6441-1503
 FAX : 06-6441-1916

東京営業所 : 〒110-0005東京都台東区上野5-6-10
 TEL : 03-6806-0757
 FAX : 03-6806-0764

名古屋営業所 : 〒460-0008名古屋市中区栄1-22-16
 TEL : 052-203-1103
 FAX : 052-203-1104




